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日本共産党久喜市議団  №216 

市議団ニュース
 

連 絡 先         2023年 ５月１４日号 

杉野 修  58－9010  渡辺昌代 21－9058 

石田利春 52－7260  「日本共産党久喜市議団ブログ」 

【議員団控室（市役所５F）の  

住所・久喜市下早見８５－３】 

 

市議団ﾌﾞﾛｸﾞ
ぜひ訪問を 

共
産
党
、
市
民
の
、
い
の
ち
と
暮
ら
し
優
先
を
つ
ら
ぬ
く
！ 

 

世界保健機構(WHO)は、2020 年１月に宣言した緊急事態

の終了を発表。ただし、脅威がなくなったわけではない」

としています。政府は５月８日から、インフルエンザと同

様の「第５類」感染症に移行させ、マスク着用も、個人の

判断に委ねるとしています。今後は医療費もかかることに

なります。 

久喜市では、第６回目のワクチン接種を始めました。無

料で接種できます。注意すべきは、対象の方すべてに接種

券が新たに送付されるわけではありません。これまで、接

種券が届いていながら、接種をしていない方には届きませ

ん。これまでの接種券で、接種を予約することができます。 

市から以前、送られてきた接種券を使用していない方で、

紛失したなどの方は「２２－５６７０」まで。 

2月議会 
その② 

 現在、埼玉県が国保会計を担っており、今後は保険税

も統一しようとしています。保険税が高くならないよう

にするための「一般会計からの繰り入れ」を止めさせてい

ます。それなら、その分を国が補助すべきなのに、国の補

助率は、引き下げたままです。一兆円規模の補助が必要で

す。軍事費を拡大する前に市民の健康と命を守るべきで

す。 

 さらに、保険証をマイナンバー保険証に変えようとし

ています。保険料を払っているのに 

これまでの保険証が「資格確認書」 

になる事など言語道断です。保険 

証を発行しないとなれば、国民健 

康保険法の違反です。 

日本共産党は市民の暮らし守れ、 

の立場でがんばります。 

 

 

 

 

 

 

第６回目の 

ワクチン接種はじまる！ 
 

「反撃能力(敵基地攻撃能力)の 
抜本的見直しを求める意見書」 

賛成は、日本共産党と市民の政治 
のみで 否決される！ 

 

日本共産党久喜市議団では、２月議会において、岸田政権が進

める日本の安全保障政策、専守防衛を投げ捨て敵基地攻撃能力

を保有する大軍拡に対し、憲法を守り外交努力を尽くすことを

求める意見書を提出しました。 

◇政府は、新たな国家安全保障戦略、国家防衛戦略及び防衛

力 整備計画を閣議決定し「反撃能力」の保有を進める。これ

は、相手国の領域内にあるミサイル発射手段等を攻撃するも

のであり、憲法９条の個別的自衛権の行使を認める従来の憲

法解釈とは全く違う解釈となる。 

◇外国からの武力攻撃の排除のために必要な最小限のものと

する原則に反し、脅威を与える攻撃的兵器の保有で憲法違反。

安保法制のもとでの敵基地等の攻撃は、日本が攻撃されてい

なくても他国を攻撃することになり、報復攻撃を招く。軍事

費は２０２７年度までに総額４３兆円、ＧＤＰ(国内総生産)

比で２％と現在の２倍にする。 

◇くらしを直撃する事は明白である。政府は、武力に依存す

るのではなく、日本国憲法が掲げる恒久平和主義に基づき、

最大限の外交努力を尽くすべきである。 

 

 

問 日本から攻撃することは憲法上あり得ない。意見書

の必要性はない。認識を伺う。 

答 敵基地攻撃能力の保有は、トマホークなどを配備し、

専守防衛からの大転換。安保法制のもと、アメリカ軍と

融合し「日本の存亡に関わる」と政府が判断すれば先制

攻撃も否定しない。憲法や国際法にも違反する。 

問 外交が通用しない隣国から攻撃を受けた場合は。 

答 政府対応は、外交が努力をつくしてるとは言えない。

東南アジア諸国連合 ASEANでは年に 1000回も話し合い

戦争の心配のない地域に生まれ変わった。お手本に。 

 

問「 

 

答 

会派「あさかぜ」（自民系）からの質疑に答弁 

２月議会では、国民健康保険が 1 人当たり 10450 円の値上

がりになる条例改正案が提出されました。日本共産党は「こ

の異常な物価高、所得も増えない、年金は下がる状況で、税

金の引き上げは考えられない、断固反対だ」と迫りましたが

保守公明議員の多数で可決されました。 

 国民健康保険は、中小企業や商店、農業従事者、年金者な

どが加入する保険です。今、国保加入者は非正規労働者や、

年金者が多くを占め、その方々の所得が落ち込み、大変厳し

い運営を余儀なくされる構造上の問題があります。 

 久喜市の加入者場合、高齢者２人家族が多く、６割が一人

暮らしです。令和５年度の予算では、被保険者一人当たりの

平均所得は約 140万５千円で、国保税の負担率は 10.1%にも

及んでいます。月 11.6万円の収入で、１万円以上を国保税

に納めなければならない現状です。軽減をしなければなら

ない方の割合は 51.8%にも及んでいます。 

 

物価高騰の中で大変なのに、国保税の値上げ！ 
    日本共産党は断固反対！ 
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渡
辺
ま
さ
よ 

 

液状化後も、安心して住み続けたい・南栗橋

ウ 

 

 

 

渡
辺
ま
さ
よ 

 

久
喜
市
所
久
喜
７
０
５―

３ 

 

石
田
と
し
は
る 

 

久
喜
市
栗
橋
東
５―

７-
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杉
野
お
さ
む 

 

久
喜
市
桜
田
３
丁
目
７
・
１
・
５
０
４ 

 
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の

医
療
費
負
担
が
昨
年
１０
月

よ
り
２
割
と
な
り
負
担
増

と
な
る 

問
題
点
を
質
問 

問 

久
喜
市
の
対
象
者
は
何
名
で

あ
り
、
そ
の
割
合
は
。 

答 

被
保
険
者
数
は
５
，
５
５
６

人
。
割
合
は
２
４
％
。 

問 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
税
は

被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
賦
課
さ

れ
る
が
、
医
療
費
負
担
は
世
帯

(

二
人
以
上)

の
合
計
所
得
を
基
準

と
し
て
負
担
割
合
を
決
め
る
。

医
療
費
が
高
く
な
り
問
題
だ
。 

答 

家
計
が
世
帯
単
位
で
営
ま
れ

て
い
る
実
態
を
踏
ま
え
、
世
帯

単
位
で
所
得
判
定
を
す
る
制
度

設
計
と
な
っ
て
い
る
。 

問 

家
計
を
世
帯
単
位
で
や
っ
て

い
る
な
ら
、
な
ぜ
保
険
負
担
を

一
人
ひ
と
り
の
課
税
に
し
た
の

か
。
世
帯
で
考
え
て
い
く
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
で
あ
れ
ば
、

賦
課
も
世
帯
で
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
理
屈
が
わ
か
ら
な

い
。
説
明
を
求
め
る
。 

答 

国
の
制
度
で
い
か
ん
と
も
し

が
た
い
理
解
し
て
ほ
し
い
。 

要
望 

国
だ
か
ら
と
言
っ
て
逃
げ

な
い
で
い
た
だ
き
た
い
。
納
付
も

問
い
合
わ
せ
も
市
で
行
っ
て
い

る
。
市
民
要
求
を
国
に
届
け
る
の

は
市
の
役
割
の
は
ず
だ
。
例
と
し

て
、
夫
婦
で
夫
が
２
０
０
万
円
妻

が
１
２
０
万
円
の
場
合
、
妻
一
人

で
考
え
れ
ば
、
本
来
な
ら
妻
は 

２
割
負
担
に
は
な
ら
な
い
。
問
題

だ
。
国
へ
要
望
す
べ
き
だ
。 

問 

配
慮
措
置
に
つ
い
て
、
措
置

の
仕
方
を
伺
う
。 

答 

同
一
の
医
療
機
関
受
診
の
場

合
、
医
療
機
関
の
窓
口
負
担
の

増
加
を
３
千
円
ま
で
に
押
さ

え
、
そ
れ
以
上
の
支
払
い
は
無

い
と
い
う
措
置
と
な
る
。
複
数

の
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場

合
、
合
算
し
た
一
ヶ
月
当
た
り

の
負
担
増
額
は
最
大
で
も
３
千

円
と
な
り
、
超
え
た
分
は
高
額

療
養
費
と
し
て
登
録
口
座
へ
戻

さ
れ
る
。 

問 

複
数
の
医
療
機
関
で
３
千
円

を
超
え
た
分
は
一
旦
立
て
替
え

に
な
る
。
そ
の
辺
が
わ
か
り
づ

ら
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
善

と
S

N

S

が
み
ら
れ
な
い
方

の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。 

答 

改
善
は
検
討
し
て
い
る
。
何

か
の
通
知
文
に
説
明
書
を
入
れ

る
等
、
周
知
を
す
る
。 

要
望 

配
慮
措
置
は
３
年
間
の
時

限
措
置
。
特
例
軽
減
も
な
く
し
て

し
ま
っ
た
。
非
難
を
か
わ
し
て
元

に
戻
す
と
言
う
や
り
方
は
止
め
て

配
慮
措
置
は
継
続
す
べ
き
だ
。 

 

市
道
の
整
備
を
進
め
よ 

問 

市
道
久
喜
２
２
３
号
線
の
舗

装
整
備
を
。
市
道
久
喜
１
２
１

１
号
線
の
側
溝
に
は
フ
タ
が
な

い
。
フ
タ
か
け
を
す
べ
き
。 

答 

道
路
幅
が
５
㍍
あ
る
の
で
路

肩
の
未
整
備
部
分
、
フ
タ
か
け

は
行
わ
な
い
。 

 

栗
橋
地
区
の
医
療
体
制
を
問
う 

問 

４
月
に
、
栗
橋
病
院
が
開
院
し 

た
。
紹
介
状
が
な
い
と
診
察
料
の

他
に
特
別
料
金
が
か
か
る
か
。 

答
「
選
定
療
養
費
」
の
こ
と
で
２
０
０ 

床
以
下
の
病
院
で
か
か
ら
な
い
。 

問
「
か
か
り
つ
け
医
」
の
開
業
が
、
栗 

橋
島
川
地
域
で
建
設
さ
れ
つ
つ
あ

る
と
聞
く
、
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。 

答 

現
時
点
で
保
健
所
に
届
け
出
は 

な
く
、
把
握
で
き
な
い
。 

 

大
規
模
水
害
対
策
の
と
り
く
み
は 

問 

市
は
、
避
難
困
難
者
一
人
一
人 

に
つ
い
て
個
別
支
援
策
を
進
め
て

い
る
。
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。 

答 

避
難
要
支
援
者
の
個
別
支
援
プ 

 
ラ
ン
は
、
登
録
者
全
員
が
作
成
済 

 
み
。
福
祉
避
難
所
へ
の
直
接
避
難

や
経
路
を
含
め
た
個
別
避
難
計
画

が
努
力
義
務
と
な
り
、
優
先
す
べ

き
要
援
護
者
な
ど
検
討
中
。 

問 

水
害
時
に
支
援
す
る
方
と
し
て 

民
生
委
員
・
区
長
・
自
主
防
災
組
織

を
頼
り
に
し
て
い
る
。
支
援
者
の

方
の
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成

す
べ
き
と
考
え
る
が
。 

答 

無
理
の
な
い
範
囲
で
避
難
行
動 

支
援
を
要
請
し
て
い
る
。
支
援
者

の
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

問 

バ
ス
に
よ
る
広
域
避
難
。
避
難 

者
の
人
数
を
把
握
す
べ
き
。
乗
れ 

な
い
方
は
、
置
い
て
い
く
の
か
。 

  

答 

警
戒
レ
ベ
ル
３
、
高
齢
者
等

避
難
発
令
時
に
配
車
す
る
が
、

バ
ス
会
社
の
提
供
で
き
る
台

数
、
利
用
す
る
方
も
災
害
時
の

様
子
で
流
動
的
な
こ
と
な
ど
か

ら
、
人
数
把
握
は
困
難
。 

問 

南
栗
橋
の
自
治
会
で
調
査
し 

た
と
こ
ろ
19

%
の
方
が
バ
ス

避
難
を
希
望
さ
れ
た
。
内
閣
府

の
広
域
避
難
調
査
で
も
４
割
が

避
難
所
に
行
く
。
目
安
で
も
良

い
把
握
に
努
め
る
べ
き
。 

答 

希
望
者
全
員
が
乗
車
で
き
る 

と
は
限
ら
な
い
。
自
分
の
命
は
自

分
で
守
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
の

を
主
眼
に
置
く
。
情
報
発
信
は
早

く
正
し
い
発
信
を
す
る
。
分
散
し

て
広
域
避
難
を
お
願
い
し
た
い
。 

問 

命
に
か
か
わ
る
こ
と
、
真
剣 

に
取
り
組
む
べ
き
。
避
難
場
所

で
は
浸
水
し
な
い
場
所
を
示
す

べ
き
。 

答 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
て
久 

喜
市
外
も
含
め
安
全
な
場
所
へ

自
分
で
避
難
し
て
ほ
し
い
。 

問 

広
域
避
難
場
所
と
し
て
農
業 

振
興
拠
点(

仮
称 

菖
蒲
道
の
駅)

を

位
置
づ
け
駐
車
台
数
を
増
や
す

べ
き
で
は
。 

答 

栗
橋
地
区
、
鷲
宮
地
区
か
ら
、 

広
域
避
難
所
の
一
つ
と
な
る
よ
う

適
正
な
規
模
を
検
討
す
る
。 

そ
の
他 

農
業
排
水
路
整
備
、
街
路 

灯
の
整
備
を
求
め
ま
し
た
。 

 

と
と
し
た
。（
統
廃
合
） 

問 

鷲
宮
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、

利
用
客
に
対
し
て
「
送
迎
の
サ

ー
ビ
ス
」
を
し
て
い
る
が
、
そ

れ
は
統
廃
合
さ
れ
て
も
継
続

す
る
か
。
旧
鷲
宮
町
か
ら
続
い

て
き
た
大
事
な
高
齢
者
サ
ー

ビ
ス
だ
。
継
続
す
べ
き
で
は
な

い
か
。 

答 

継
続
し
な
い
。
新
施
設
に
統

廃
合
し
て
か
ら
、
送
迎
の
計
画

は
な
い
。 

問 

そ
れ
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

そ
の
も
の
で
は
な
い
か
。
実
施

に
向
け
た
検
討
は
し
た
の
か
。 

答 

検
討
は
し
て
い
な
い
。 

要
望
：
利
用
者
や
住
民
に
送
迎
が 

無
く
な
る
こ
と
に
つ
い
て
調
査 

を
す
べ
き
だ
。 

市
の
当
初
計
画
は
「
市
役
所
は
新

築
建
て
替
え
る
」
「
障
が
い
者
施
設

や
集
会
所
は
民
間
に
委
託
す
る
」
だ

っ
た
が
、
議
会
で
は
共
産
党
な
ど
、

議
会
外
で
は
多
く
の
市
民
か
ら
批

判
や
、「
無
駄
」
と
の
指
摘
も
あ
り
、

大
き
な
見
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。 

現
在
新
た
な
検
討
委
員
会
で

審
議
さ
れ
て
い
る
が
、
現
況
と
考
え 

方
を
質
問
し
ま
し
た
。 

問 

菖
蒲
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 

や
鷲
宮
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
２
０

２
６
年
か
ら
２
９
年
に
「
除
却
・

集
約
化
」（
解
体
し
て
廃
止
す
る

こ
と
）
の
計
画
に
変
わ
り
は
な
い

か
。 

答 

変
更
は
な
い
。 

問
「 

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
久
喜
市

内
に
１
か
所
で
良
い
」
と
す
る
考

え
方
の
根
拠
は
な
に
か
。 

ま
た
、
市
民
プ
ー
ル
や
鷲
宮
温
水

プ
ー
ル
も
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
同

様
に
２
０
２
６
年
か
ら
２
９
年

に
除
却
で
あ
り
、「
市
内
１
カ
所

あ
れ
ば
よ
い
と
し
て
き
た
が
、
考

え
と
計
画
を
伺
う
。 

 

（
同
様
の
質
問
で
、
ま
と
め
て
答
弁
。
本

来
は
、
質
の
異
な
る
施
設
な
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
答
弁
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
が
。） 

答 

施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、
管
理

費
用
が
増
大
す
る
。
計
画
の
見
直

し
を
お
こ
な
っ
て
、
集
約
す
る
こ 

 

新
た
な
公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
は 

 

「
統
廃
合
あ
り
き
」
の
方
向
転
換
を
！ 

 

 

 

鷲宮福祉センター 

菖蒲老人福祉センター 


